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心とことば ― 進化認知科学的展開 

（Center for Evolutionary Cognitive Sciences at the University of Tokyo ） 
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大学院総合文化研究科 

（広域科学専攻）・教授 
 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・教授 
 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 
 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・教授 

大学院総合文化研究科（広域科学専攻）

・教授 

大学院人文社会系研究科 

（基礎文化研究専攻）･准教授 

大学院人文社会系研究科 

（基礎文化研究専攻）･教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・教授 

大学院情報理工学系研究科 

（創造情報学専攻）・准教授 

大学院情報学環・学際情報学府 

（総合分析情報学コース）・准教授 

大学院総合文化研究科（広域科学専攻）

・教授 

大学院総合文化研究科 

（超域文化科学専攻）・教授 

大学院農学生命科学研究科 

（獣医学専攻）・教授 
 

総合研究博物館・教授 
 

大学院理学系研究科（生物科学専攻）・

准教授 
 

大学院総合文化研究科（広

域科学専攻）・准教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 

大学院総合文化研究科 

（言語情報科学専攻）・准教授 
 

大学院医学系研究科・講師 

 

進化心理学、進化人類学、

文学博士 
 

理論言語学・神経心理言語

学、文学修士 
 

中国語学・対照言語学、Ph.D.
 

理論言語学・言語類型論、

Ph.D. 

理論言語学・対照言語学、

文学修士 
 

理論言語学、Ph.D. 
 

朝鮮語学・対照言語学、 

文学修士 

行動計量学、認知心理学、

Ph.D 

理論言語学・対照言語学、

文学修士. 
 

知覚心理学、Ph.D. 
 

情報科学・計算言語学、 

工学博士 

理論言語学・計算言語学、

Ph.D. 

自然言語処理・人工知能、

工学博士 

認知科学、認知発達神経科

学、工学博士 

認知心理学、臨床心理学、

医学博士 
 

文化人類学、Ph.D. 

 

実験動物学、農学博士 
 

自然人類学、Ph.D. 
 

自然人類学、人類遺伝学、

理学博士 
 

心理物理学、神経生理学博士

(心理学) 

心理言語学、実験音声学、

Ph.D. 
 

理論言語学、Ph.D 
 

小児神経学、医学博士 

 

 

拠点リーダー、人間進化学部門リーダー 

 
 

拠点副リーダー、心理言語科学部門 

 
 

統合言語科学部門リーダー 

 

統合言語科学部門 

 

統合言語科学部門 

 
統合言語科学部門 

 

統合言語科学部門 

 

心理言語科学部門リーダー 

 

心理言語科学部門 

 
心理言語科学部門 

 

計算言語科学部門リーダー 

 

計算言語科学部門 

 

計算言語科学部門 

 

認知発達臨床科学部門リーダー 

 

認知発達臨床科学部門 
 

人間進化学部門 

 

人間進化学部門 
 

人間進化学部門 

 

人間進化学部門 

 
 

心理言語科学部門 

 

心理言語科学部門 
 

統合言語科学部門 

（退職のため、平成19年３月31日辞退） 

認知発達臨床科学部門 

（退職のため、平成16年９月30日辞退） 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 156,000 118,200 118,800 
111,220 

（11,122） 

100,000 

（10,000） 

604,220 

（21.122） 
  
 

 

 

 

東京大学（J05）―1頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

６．拠点形成の目的 

「人間とは何か」という人文科学の主題に対

し、近年、自然科学からのアプローチが急速に

新しい光を投げ掛けるようになってきた。本プ

ログラムでは、人間性の核心をなす「心とこと

ば」に焦点をあて、認知科学、言語科学、進化

人類学／進化心理学、遺伝学、小児科学、情報

科学等の連携による学際融合研究を行う。「普

遍性と多様性（固有性）」をキーワードに、「心

とことば」の「機構」「機能」「発達」「進化」

について、総合的理解を深め、２１世紀型の人

間統合科学の構築を目指す。本プログラムによ

って、言語、利他性、攻撃性、他者理解能力な

どの心理メカニズムと生物学的基盤が明らかに

なると期待されると同時に、研究成果を社会に

還元することによって、グローバル化が進む現

代社会における人間理解の知的基盤を提供され

ることが期待される。事業面では、大学院生、

若手研究者の育成を最重点課題とし、国際交流、

異分野交流を通して、巨視的、複眼的発想がで

きる研究者を養成する。 
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７．研究実施計画 

 人間の心の進化と言語の生成を解明していく

ために、本拠点には以下の５つの研究部門を設

けて研究を実施する。 

１）「人間進化学」部門――ヒトはなぜ特別な

チンパンジーなのか 

 生物としてのヒトのゲノム構成は最近縁種で

あるチンパンジーのそれとわずか1.23パーセン

トしか違わない。その遺伝情報のなかに、人間

らしさを進化させた遺伝的変化が生じた。人間

進化学部門では、ヒトとチンパンジーの間の比

較ゲノム研究と比較認知研究を通じて、人間性

の根幹にかかわる遺伝的変化の特定をめざす。

この研究にあたっては、東京大学で人類進化過

程を研究する研究者を結集し、旧来の自然人類

学と文化人類学の枠組みにとらわれない人間進

化学研究を推進する。言語に関しては、「ヒト

はなぜ言語を持ち得たのか」という問いに対し、

「言語の成立を可能にした前適応はどのような

ものであったか」を探求することで、言語の生

物学的基盤を明らかにする。 

２）「統合言語科学」部門――自然言語の普遍

性と多様性の科学的解明 

 普遍性と多様性という、相反する二面性を持

つことこそが言語の本質であり、そのいずれか

の側面のみを強調する研究は必然的に言語の実

態を捉え損なう。本部門は、多言語の精密な記

述による言語データを最新の言語理論の枠組み

で分析することを通して、自然言語の普遍性と

多様性の科学的解明をめざす。データに観察さ

れる相違の背後にある言語横断的な共通点を洗

い出すと同時に、言語ごとの相違の現れ方を説

明するパラメータをさぐる。さらに、言語横断

的な共通点を支える生物学的・認知的基盤は何

か、言語ごとのパラメータに関わる認知的・文

化的基盤は何か、理論的検討を行う。「ヒトは

なぜ言語を持ち得たのか」という問いに対し、

「ヒトが持っている言語とはどのようなものか」

という側面からアプローチしていくことになる。 

３）「心理言語科学」部門――言語使用に関わ

るこころの働きはどのようなものか 

 言語使用に関わるこころの働きはどのような

ものか、言語以外に関わる認知能力とどのよう

な関係に立つのか、認知心理学と言語科学との

協同による解明をめざす。具体的には、言語使

用の意味論・語用論的側面の外界認知との関わ

り、統語的側面における演算処理のあり方等を、

実験を通して解明する。また、非言語的コミュ

ニケーションと言語の認知的相互作用について

も解明する。さらに、脳科学研究者との連携に

より、言語の心的メカニズムの脳内基盤を探る。

「ヒトはなぜ言語を持ち得たのか」という問い

に対し、「ヒトはどのように言語を用いている

のか」という側面からアプローチする。 

４）「計算言語科学」部門――自然言語使用の

コンピュータ的理解 

 自然言語のコンピュータによる形態・統語・

意味解析、人とコンピュータの間の自然言語を

用いたコミュニケーションの可能性、言語獲得

のコンピュータによるモデル化を通じて自然言

語のコンピュータ的理解をめざす。「コンピュ

ータはどのように言語を用いうるか」を見るこ

とで、ヒトの言語の特質を明らかにすると同時

に、実装可能な言語解析プログラムのあり方を

も明らかにする。 

５）「認知発達臨床科学」部門――認知・言語

の発達と障害 

 言語をはじめとする認知能力は乳幼児期を通

じて多様な発達を示す。本部門では、「ヒトは

なぜ言語を持ち得たのか」という問いに対し、

「子どもはどのように言語を獲得していくのか」、

「言語発達は他の認知発達とどのような関係に

あるのか」、そして「どのような要因が言語獲

得を阻害するのか」を解明する。また、認知機

能の発生、成立要因について「自閉症」「ウィ

リアムズ症候群」「統合失調症」など認知機能

の障害事例を通じてアプローチする。 
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８．教育実施計画 

 教育に関しては、以下の4点を重点化項目と

して実施する。 

 １）国際的な教育展開 

 本プログラムの中核となる東京大学総合文化

研究科言語情報科学専攻では、外国人専任教官

の積極的任用、英語による授業実施等、国際的

な教育を特徴としている。このような教育体制

のもとで、提出される学位論文の多くは外国語

で執筆され、修士課程を修了した学生の多くも、

海外の大学院へ留学している。これらの実績を

ふまえて、今後も一層、国際的競争力のある大

学院教育を推し進め、発展させていく。そのた

めには、以下のような研究支援を行う。 

・海外からの客員フェローを招聘し、外国語に

よるセミナー形式の教育指導を拡充する。 

・外国人ＰＤを数多く採用し、大学院生との間

で、国際レベルでの議論が活性化する機会を

提供する。 

・事業推進担当者および大学院生による研究成

果は、可能な限り国際学会、国際学術雑誌で

発表するように支援する。 

・国際シンポジウムとワークショップ・コロキ

アムを定期的に開催し、世界の第一線研究者

との研究交流を深めるとともに、大学院教育

に関する国際的視野からの外部評価を受ける。 

２）学際的な教育展開 

 従来の認知科学と言語科学の2分野間では、

「心とことば」という密接にかかわる対象を研

究しながら、教育面での連携が必ずしも十分で

はなかった。さらに進化生物学、進化人類学、

脳神経科学の理論や方法が、認知科学や言語科

学のカリキュラムに組み込まれることもほとん

どなかった。本拠点では真に学際的で科学的視

野をもつ若手研究者を育成するためには、文理

の壁を積極的に崩すような特別カリキュラムを

編成する。事業推進担当者でカバーしきれない

領域に関しては、現在の専攻や研究科の壁を超

え、さらに国内外から客員フェローを招いて集

中的な教育指導を担当していただく。 

・関連諸分野の専門基礎教育を検討し、学際研

究のために体系化した新たなカリキュラムを

提供する。 

・本プログラムの５部門に共通のコロキアムを

設け、各部門の最新の研究成果を相互に共有

する体制を作る。部門を超えた院生グループ

によるサブゼミ討議を正規のカリキュラムの

中に位置づける。 

・学際共同研究に対して優先的な研究支援を行

う奨励制度を設ける。  

３）国内外の研究拠点との連携と人材の流動化

の推進 

 １，２と関連して、進化心理学、言語学、認

知科学、情報科学の学際融合研究を推し進める

世界的拠点校と連携と交流を深め、研究者、大

学院生およびＰＤの流動化を促進する。 

４）研究成果の学部教育、社会教育への還元と

次世代研究者へのいざない 

 本プログラムで達成された国際的な研究成果

は、社会および学部教育にも積極的に還元し、

専門教育のすそ野を広げるべく努力する。総合

文化研究科は、東京大学のリベラルアーツ教育

を担当する教養学部と一体の関係があり、大学

院における最先端の研究成果を学部教育にダイ

レクトに反映することが可能である。あわせて、

公開講座やマスコミを通じた成果の社会的発信

を行うことによって、21世紀に求められる新し

い人間科学研究の普及をアピールしていく。
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的達成

度 

 上記６で掲げた拠点形成の目的は概ね達成した。 

目的としてうたった要点は、 

1）新しい人間統合科学の構築に向けた研究連携の推進 

2）次世代を担う若手研究者に対する国際的、複眼的視野

を養う教育プログラムの実施 

3）研究成果の国際発信と交流、及び社会的還元 

の3点である。以下、それぞれの目的の達成度について概

要を記す。 

 1）の学際領域の研究連携の推進については、研究科の

支援を受けて設置したCOEラボ（駒場Iキャンパス17号館

１階の180平米）が十分に機能し、①の4)に記すような複

数の共同研究が実現した。ラボ外でも、共同研究による

プロジェクトを優先的に支援することにより、融合研究

を推進した。その結果、①の3)に記すような新たな研究

分野の創成に成功した。 

 2）の若手研究者の国際化に関しては、PDと院生が企画・

準備から実施までを主体的に運営する国際ワークショッ

プを計5回開催した。これらのワークショップはいずれも

大きな成功を収め、海外からの研究者に称賛された。ま

た年に３回、院生とPDが合同で公開研究発表を行い、対

外的のみならずCOE内部でも議論を深め、複眼的視点を涵

養した。その結果、国内外の学会、研究組織からの若手

の表彰がプログラム後半に急増し、最終的に56件に上っ

た。 

 3）に関しては、国際学会での研究発表を支援する制度

を設け、①の2)に記すようにPD、院生に広く活用された。

英文論文発表についても、ライティングに関するサポー

トを強化した。海外からの研究者の招聘も積極的に行っ

た。社会還元に関しては、①の6)に記すようにニューズ

レターや展覧会、一般向け出版物を通じて実践した。 

 5年間を通じて事業推進担当者（23名：うち３名は部分

参加）が発表した研究成果は、査読付き学術論文392編、

著書18冊、翻訳書6冊、国際学会／シンポジウムでの招待

講演49件、国際学会／シンポジウムでの発表273件である。 

 さらにプロジェクト担当教員（５名）、拠点形成特任

研究員（PD；36名）、拠点形成アシスタント（学術研究

支援員，RA；46名）も合わせると、研究成果の合計は、

査読付き学術論文511編、著書24冊、翻訳書8冊、国際学

会／シンポジウムでの招待講演65件、国際学会／シンポ

ジウムでの発表330件である。 

 これらの業績数は、文理融合領域としては、十分なも

のであり、業績面でみても拠点形成の目的は達成できた。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 PDの採択にあたっては広く全国から公募した。RAは事

業推進担当者の属する専攻の大学院博士課程生から採用

し、教員とペアを組んで研究の推進に参画した。PDには

研究支援経費（年30万円）と学会発表支援費を支給する

とともに、年間３回の研究発表を義務づけた。RAならび

に関係する専攻の大学院生に対しては、異分野体験型の

演習科目を開講し、国内外での学会発表経費を補助する

制度により研究発表を支援した。若手研究者が共同研究

を行なったり、研究会を催したり場合には予算的措置を

講じた。 

 PDとRAを合わせた研究成果は、査読付き学術論文101編、

著書（分担執筆を含む）４冊、翻訳書２冊、国際学会／

シンポジウムの招待講演12回、国際学会での発表42件で

ある。若手研究者の受賞は、5年間で56件を数えた。 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的知見等 

本プログラムの研究活動は「７．研究実施計画」で述べ

た5部門の下、36件のプロジェクトで実施された。これら

プロジェクトの成果の概要と業績は最終報告書に集約さ

れているが、このうち、新たな分野の創成や顕著な学術

的知見を挙げたプロジェクトとしては以下のようなもの

が挙げられる。 

自閉症児の社会的認知に関する実験心理学的研究（長谷

川寿一；2003～2007） 

 8編の英文論文として公刊され、中でも「あくびの伝染」

に関する研究(Biological Letters, 2007)は、世界各地

の科学欄で紹介された。 

パーソナリティ・意思決定・社会行動に関する神経行動

内分泌学的研究（長谷川寿一；2003～2007）  

 30編を超える国際査読誌に掲載され、PDの高橋泰城の2

編の論文は、Science DirectのHottest Articlesにラン

クインした。 

動物音声科学：社会的信号としての音声（長谷川寿一；

2004～2007） 

 3名の若手研究者がアジアゾウ、キジ科鳥類、淡水魚類、

コオロギ等を対象に領域創成的な研究を行った。PDの高

橋麻理子の論文はAnimal Behavior誌の注目論文として取

り上げられた。 

覚醒チンパンジーを対象とした事象関連電位計測（長谷

川寿一・開一夫；2005～2007） 

 世界初の覚醒チンパンジーの脳機能計測に成功し、複

数の新聞の科学欄で紹介された。 

先端的な形態学手法にもとづいた人類の起源と進化に関

する研究（諏訪元；2003～2007） 
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 エチオピアにおける先史人類学調査を行い、Nature, 

Science誌で成果報告を行った。 

ヒトと類人猿ゲノムの比較解析（石田貴文；2003～2006） 

 40編を超える査読国際誌論文を発表し、中でも霊長類

ゲノムに存在する Alu配列がゲノム改変の原動力となっ

た証拠を示した論文（Genome Research, 2006）は注目さ

れた。 

遺伝と環境要因の影響の多変量解析（繁桝算男；2003～

2007） 

 双生児研究を用いたパーソナリティ形成要因の分析を

行い、多数の原著論文を発表し、いくつかの学会で優秀

大会発表賞を受賞した。 

日本語と朝鮮語の対照研究（生越直樹；2003～2007） 

 日本語と朝鮮語の異同を検討した。日本語と朝鮮語の

対照研究をテーマとした初の研究報告書（2巻）を公刊し

た。 

動詞語彙概念構造レキシコンの構築（加藤恒昭・伊藤た

かね；2003～2007） 

 言語学，自然言語処理技術の基盤となる言語資源を構

築した。シンポジウムを開催し、専門誌で「辞書と言語

処理」の特集が組まれた。 

大規模言語データに内在する数理構造に関する研究－言

語単位と情報量の関係について（田中久美子；2003～2007） 

 言語活動を支援する内的構造を多量の言語データ上で

探求した。田中久美子は、20年度文部科学大臣表彰若手

科学者賞を受賞した。 

社会的認知機能の発達メカニズム：比較発達認知神経科

学アプローチ（開一夫・長谷川寿一；2003～2007） 

 社会的認知の発達メカニズムを解明することを目的と

した実験を行った。成果は国際誌等で公表され、若手研

究者が複数の賞を受賞した。 

精神病理の発生メカニズムと治療的介入についての認知

行動アプローチ（丹野義彦；2003～2007）  精神病理の

発生や予防についての研究が、審査論文24編、著書21冊、

総説6本にまとめられた。ロンドン大学とのワークショッ

プなどシンポジウムや講演会を10回以上開催した。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 専攻、研究科を超えた複数の事業推進担当者による有

機的連携で実施されたプロジェクトとしては以下のもの

が挙げられる。これらの研究のほとんどは、多くの若手

研究者が積極的に関わった。 

○覚醒チンパンジーを対象とした事象関連電位計測（長

谷川寿一・開一夫；2005～2007）認知科学、霊長類学、

神経科学の融合研究である。 

○チンパンジーの社会行動に関する行動内分泌学的研究

（長谷川寿一・石田貴文・吉川泰弘；2003～2007）霊長

類学、内分泌学、獣医学、認知行動科学の融合研究であ

る。 

○人間の言語処理についての認知心理学・神経科学的研

究（伊藤たかね・広瀬友紀；2003～2007）言語学と認知

脳科学の融合研究である。 

○動詞語彙概念構造レキシコンの構築（加藤恒昭・伊藤

たかね；2003～2007）言語学と自然言語処理学の融合研

究である。 

○社会的認知機能の発達メカニズム：比較発達認知神経

科学アプローチ（開一夫・長谷川寿一；2003～2007）発

達科学、比較認知科学、認知脳科学の融合研究である。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

「８．教育実施計画」の１）国際的な教育展開で述べた

４項目について事後の自己点検を述べる。 

a)海外からの客員フェローを招聘し、外国語によるセミ

ナー形式の教育指導を拡充する。 

 客員フェローという身分はとらなかったが、海外研究

者を招聘し外国語でのセミナー形式の教育を受ける試み

は、日韓対照研究会、国際言語学セミナー、意味論研究

会、東京音韻研究会の教育活動で実現された。 

b)外国人PDを数多く採用し、大学院生との間で、国際レ

ベルでの議論が活性化する機会を提供する。 

 外国籍PDの採用数は残念ながら1名にとどまった。ただ

し、短期的な海外からのゲストはCOEオフィスを頻繁に訪

れ、若手研究者との交流は活発に行われた。また、事業

推進担当者のうち2名は外国籍であった。 

c)事業推進者および大学院生による研究成果は、可能な

限り国際学会、国際学術雑誌で発表するように支援する。 

 国際学会での発表旅費の支援を制度化した。学術論文

の英作文指導に関しては、業者による英作文の推敲を支

援した。 

d)国際シンポジウムとワークショップ・コロキアムを定

期的に開催し、世界の第一線研究者との研究交流を深め

るとともに、大学院教育に関する国際的視野からの外部

評価を受ける 

 若手が主体的に企画運営する国際ワークショップは、

この目的にもっとも合致するものであった。アメリカで

は原理主義的キリスト教の影響力が強く、研究費の獲得

も拠点形成も大きな制約を受けることがあるため、複数

のアメリカ人研究者から、日本ではこのような拠点を設

置できることに対する羨望の気持ちが聞かれた。進化認

知科学は、日本がアメリカに対して優位な立場で研究で

きる領域なのである。 

6)国内外に向けた情報発信 
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 社会的発信に関しては、研究の成果と進展状況をニュ

ーズレター（全11号）にまとめ、国内約400箇所の教育研

究機関に配布するとともに、ホームページからもダウン

ロードできるようにした。中でもPDによる研究紹介を重

点的に扱い、活動が外部に見えるように心がけた。 

 2005年の7-9月には、東京大学教養学部駒場博物館で「錯

覚展—心の働きにせまる不思議な世界」を主催した。この

展覧会は主要新聞各紙で取り上げられ、会期終了後は国

内9箇所の展示施設で巡回展が行われた。 

 COEラボ内の赤ちゃんラボで行われている研究は、NHK

の幼児向けの番組開発との協力に発展し、その過程はNHK

スペシャルで放映された。その他、マスコミで取り上げ

られた研究も数多く、内外で報道された研究がいくつか

ある。 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のため

効果的に使用されたか） 

拠点形成費等のために交付を受けた補助金の総額は、614

百万円（年間100～150百万円）であったが、初年度を除

いて、人件費が約6割を占めた。この人件費のうち約3分

の2がPDの賃金にあてられた。このほか、事業推進担当者

が指導する大学院生に対しては、RA経費、国内外の学会

発表支援費が支給された。 

設備備品としては、初年度、第2年度、第4年度に脳科学

とゲノム科学の計測器が購入された。事業推進費のうち

高額の支出は、初年度の脳機能計機器の設置のための整

備費、第2年度以降の委託費（チンパンジーの行動生理学

実験、および質量分析によるホルモンの定量）である。

これらは研究遂行に必要な支出であり、その成果は多数

の論文として結実している。 

旅費は、主として海外渡航費、外国人招聘旅費として使

われた。世界的拠点形成のための直接経費であり、いず

れも効果的に使用された。 

これらの経費内訳については、最終報告書の巻末に公開

されている。 

②今後の展望 

教育と研究部門に関しては、学内措置の研究組織として

「進化認知科学研究センター」を設置することが承認さ

れた。現在、東京大学教養学部後期課程（専門課程）の

再編計画が進行中であり、「進化認知科学」プログラム

を文理融合を目指す新学科内に置き、すべての主コース

と同時履修可能なサブプログラムとして位置づけること

が学部の基本方針として決定している。このサブプログ

ラムの教育と運営については、事業推進担当者が中核と

なって進める。 

21世紀COEの発展型であるグローバルCOE（平成20年度）

に関しては、先端研究と社会連携を組み合わせた「社会

のなかの科学」という提案を行ったが、残念ながら採択

に至らなかった。現在、21年度のグローバルCOEの新規提

案に向けて準備のための議論を進めている。 

新「進化認知科学研究センター」については、学内外に

広く開かれた共同利用組織として発展させていく予定で

ある。現在、理化学研究所、慶応義塾大学などとともに、

脳科学と人文社会科学を融合させた新研究プロジェクト

を申請中である。また、京都大、玉川大など心理学・認

知科学分野で21世紀COEに採択された拠点校とは学術会議

「心の先端研究と心理学専門教育分科会」の活動を通じ

て、先端研究と人材育成のためのネットワーク作りを進

めている。国際的なネットワーク形成としては、共同研

究や国際学会の運営を通じて緊密な関係にある国外の多

くの大学との交流をいっそう深めていく。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与え

た影響度） 

本COEの事業推進担当者がオーガナイズした国際学会がい

ずれも成功裏に終わり、本拠点が国際的な科学者コミュ

ニティに貢献したことが高く評価された。事業推進担当

者が組織、運営した国際シンポジウムは17件、単発の国

際講演会は62回を数えた。 

論文の質に関しては、それぞれの分野でインパクトファ

クターの高い国際誌に多数の論文が受理された。被引用

数については、その効果が表れるまでにはもう少し時間

が必要である。 

拠点形成が国内に与えた影響は、「駒場の認知科学のCOE」

という認知度が急速に高まった点である。積極的な研究

成果報告を行ってきたこと、主要学会で多数のシンポジ

ウムを企画したことなどが認知度を高めた要因である。 
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１．研究活動実績 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者（３名程度）） 

 

平成16年３月12日・13日、東京大学駒場キャンパス アドミニストレーション棟 学際交流ホール、First international workshop on Evolutionary 

Cognitive Science: Exploring Social Brain、６0人（10人）、Chris Ashwin (Cambridge University, UK)、Magali Batty (Universite Paul Sabatier, 

France)、Axel Müller (San Diego State University, USA) 

平成16年８月5日、東京大学駒場キャンパス 900番教室、COE 共催シンポジウム「Human Evolution」、Leslea J. Hlusko (University of Illinois at 

Champaign)、Tim D. White (UC Berkeley)、Tetsuro Matsuzawa (Kyoto University） 

平成16年８月18日、東京大学駒場キャンパス ファカルティハウス、国際シンポジウム「思考・進化・文化」、100人（10人）、David E. Over (University 

of Sunderland)、Ken I. Manktelow (University of Wolverhampton)、Hiroshi YAMA (Kobe College) 

平成17年７月2日・３日、東京大学駒場キャンパス アドミニストレーション棟 学際交流ホール、Second international workshop on Evolutionary 

Cognitive Sciences "In Pursuit of Language-Brain Interactions: Language Acquisition, Sentence Processing, and Neurolinguistics"、100人（20

人）、Kamil Ud Deen (University of Hawaii at Manoa, USA)、Matthew Walenski (Georgetown University, USA)、Petra Burkhardt (University of 

Potsdam / University of Marburg, Germany) 

平成18年３月９日・１０日、東京大学駒場キャンパス アドミニストレーション棟 学際交流ホール、Third International Workshop on Evolutionary 

Cognitive Sciences "Social Cognition Evolution, Development, and Mechanism"、120名（20名）、Gergely Csibra (Birkbeck College, UK)、

Orsolya Koós  (Hungarian Academy of Sciences, Hungary)、György Gergely (Hungarian Academy of Sciences, Hungary) 

平成18年３月２２日-２４日、東京大学駒場キャンパス 18号館ホール、Semantics and Linguistic Theory 16、108人（25名）、Irene Heim 

(Massachusetts Institute of Technology)、James Higginbotham (University of Southern California)、Angelika Kratzer (University of 

Massachusetts Amherst) 

平成18年６月25日、東京大学駒場キャンパス アドミニストレーション棟 学際交流ホール、Fourth International Workshop on Evolutionary Cognitive 

Sciences Physical and Psychological Reasoning in Infancy、80名（15名）、Renée Baillargeon (Department of Psychology, University of Illinois, 

USA)、Tobias Grossmann (Center for Brain and Cognitive Development, Birkbeck College, UK)、Teodora Gliga (Center for Brain and 

Cognitive Development, Birkbeck College, UK) 

平成18年７月14日・15日、東京大学駒場キャンパス 18号館ホール、Fifth International Workshop on Evolutionary Cognitive Sciences Human 

Sentence Processing and Production、Franklin Chang (NTT Communication Science Laboratories)、Yoshihisa Kitagawa (Indiana University)、

Mineharu Nakayama (Ohio State University) 

平成18年９月１日—３日、東京大学駒場キャンパス 18号館、The Fourth International Conference on Construction Grammar (ICCG4)、Collin Baker 

(International Computer Science Institute)、Charles J. Fillmore (ICSI & University of California at Berkeley)、Adele Goldberg (Princeton 

University) 

平成18年10月6日、東京大学駒場キャンパス 18号館ホール、Workshop on Dynamic Syntax: What can the study of head-final languages contribute 

to the theory?、60人（10人）、Ruth Kempson (King's College London)、Jieun Kiaer (King's College London)、Ken-ichiro Shirai (Chukyo 

University) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を含

む）、実施時期、具体的内容 

・特任研究員の雇用：現在17名（内フルタイム１名、時間雇用（週5～30時間）16名）。国内で公募し、書類審査・面接

によって選考。大学の定める給与の他、受け入れ教員（事業推進担当者）のプロジェクト内で年額20-50万円程度の研

究費を支給。 

・リサーチアシスタントの雇用：現在11名。（各事業推進担当者の判断により、優秀な大学院博士課程の学生をRAとして

時間雇用。各プロジェクト内での研究およびその成果公表（出張）を支援。） 

・意味論研究会、音韻論研究会、レキシコン研究会、日韓対照研究会等、分野別研究会の実施：学外に開かれた研究会で

あるが、(i)国内外の研究者の研究発表を聞く、（ii）院生・研究員自身が発表する、(iii)学外の研究者とディスカッシ

ョンを行うなど、それぞれの分野における議論を深める機会を提供することによって、若手研究者の育成に寄与して

いる。それぞれ月1回から年2回程度の開催。 

・大学における講義：本COE幅広い分野の事業推進者・研究員による講義を行った。以下に列挙する。 

  1. 平成16年度 夏学期 21世紀COEテーマ講義「心とことば」  [教養学部前期課程対象] 

  2. 平成16年度 冬学期 大学院集中講義 (言語情報科学特別講義１、進化認知科学)  [大学院総合文化研究科対象] 

  3. 平成16年度 冬学期 進化認知科学連続セミナー2004 (生命・認知科学特論XV)  [教養学部後期課程] 

  4. 平成16年度 冬学期 言語学セミナー  [大学院総合文化研究科対象] 

  5. 平成17年度 夏学期 21世紀COEテーマ講義「心とことば」  [教養学部前期課程対象] 

  6. 平成17年度 冬学期 大学院集中講義 (言語情報科学特別講義１、進化認知科学)  [大学院総合文化研究科対象] 

  7. 平成17年度 冬学期 進化認知科学連続セミナー2005 (生命・認知科学特論XVII)  [教養学部後期課程] 

  8. 平成18年度 冬学期 大学院集中講義 (言語情報科学特別講義１、進化認知科学)  [大学院総合文化研究科対象] 

  9. 平成18年度 冬学期 21世紀COEテーマ講義「心の起源に挑む」 [教養学部前期課程対象] 

  10. 平成18年度 冬学期 進化認知科学連続セミナー2006 (生命・認知科学特論XV)  [教養学部後期課程] 

  11. 平成19年度 冬学期 大学院集中講義 (言語情報科学特別講義１、進化認知科学)  [大学院総合文化研究科対象] 

  12. 平成19年度 冬学期 21世紀COEテーマ講義「心の起源に挑む：進化認知科学からのアプローチ」 [教養学部前期

課程対象] 

  13. 平成19年度 冬学期 進化認知科学連続セミナー2007 (生命・認知科学特論XV)  [教養学部後期課程] 
 具体的内容について、13を例に以下に述べる。13以外の講義も概ね以下のように幅広い分野の講師を迎えて行った。 

13. 平成19年度 進化認知科学連続セミナー（2007年度後期） 

第1回 (2007年10月10日) 丹野義彦 (本COE)『ガイダンス＋なぜ不適応はなくならないのか：精神病理の二面性』 

第2回 (2007年10月17日) 平石界 (東京大学大学院総合文化研究科)『"人それぞれ"であることの謎：個人差の遺伝と進化』 

第3回 (2007年10月24日) 佐藤隆夫 (本COE)『視線，指さしによるコミュニケーション』 

第4回 (2007年10月31日長谷川寿一 (本COE)『心の起源に挑む：進化認知科学からのアプローチ』 

第5回 (2007年11月7日) 繁桝算男 (本COE)『人間の特性の遺伝規定性』 

第6回 (2007年11月14日) 加藤恒昭 (本COE)『言語処理と言語知識・言語資源』 

第7回 (2007年11月21日) 坪井栄治郎 (本COE)『文法構造の多様性と普遍性』 

第8回 (2007年11月28日) 田中久美子 (本COE)『莫大な言語データに内在する偏りと普遍的性質』 

第9回 (2007年12月5日) 村上郁也 (本COE)『視覚運動情報処理: 世界の安定を実現するためのみち』 

第10回 (2007年12月12日) 大平英樹 (名古屋大学大学院環境学研究科)『身体の復権−感情における身体反応の意義−』 

第11回 (2007年12月19日) 菊水健史 (麻布大学)『親から子へ −幼少期環境が伝える親の行動形質』 

第12回 (2008年1月9日) 平田聡 (林原類人猿研究センター)『霊長類の社会的知能』 
 



機関名：東京大学 拠点番号：J05 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

研究の場の提供、教育プログラムの設定など、拠点形成の基礎的な支援が行われ、その

うち、特にＣＯＥラボは活動の拠点として研究者間の密な交流と研究の進展に重要な役割

を果たすなど、拠点形成の目的は概ね達成された。 

人材育成面については、学外からも広く集めた若手研究者の研究活動は、ＣＯＥラボを

中心に極めて活発に行われ、その結果、量的にも質的にも優れた成果をあげている。国内

及び国際学会での発表、多数の賞の受賞など、国際的な展開が著しい。この他研究の立案、

多様な研究交流、成果の公表など、研究の内外への発信が活発であり、若手研究者による

積極的な活動が目立つなど、人材養成の実をあげている。 

研究活動面については、これまで心理学と言語学、臨床科学など各分野で活発な研究が

行われてきたが、本プログラムによって進化と認知科学の視点を導入し、各分野の研究に

従来にない研究を触発し、同時にこれまで別個の領域とされてきた研究をきり結ぶなどの

努力を重ねてきている。その結果、複眼的学際的な研究を心理学、言語学、認知科学、臨

床科学などの領域で多数生んでいる。全体を統一したような概念形成や、各分野の総合化

についてはやや課題を残しているように見受けられるが、今後、内外の研究に対して理論

及び方法論の両面で大きな貢献をすると期待できる。 

事業終了後については、これまでの活動の経験を生かして、ハード面ソフト面の工夫が

行われることは本プログラムの成果であると同時に、進化認知科学研究センター設立上の

課題であるが、センター設立の決定については、本研究の重要性と研究成果を評価した大

学及び学内構成員の姿勢であり、本プログラムの成果として評価でき、研究の一層の進展

が期待できる。今後さらに分野間の交流と統合が計られることに期待したい。 
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